
Mambo! 4年 に I 度 の サ ッカ ー ワー ル ドカップ が 始 まり, 日本 だ けで な く、タンザ ニ ア そ して世 界 各 国 で も

盛 り上 が りを見 せ て い ます 。タンザ ニ ア に い る 多 くの 人 が サ ッカ ー 好 きで 、仕 事 を中 断 して 、サ ッカ ー を見 て

い る様 子 をよ く見 か け ます . 「仕 事 しろよ」と思 う瞬 間 は あ ります が . だ い ぶ 慣 れ て きました " 慣 れ って怖 い )

今 月 は 、配 属 先 の 小 学 校 が お休 み だ った の で 、旅 行 して きま した 。今 回 の 旅 で は . ザ ン ビア ・ジ ンバ ブ エ ・

南 ア フリカ の 3か 国 に行 って きました 。別 の 国 に派 遣 され て い る協 力 隊 買 の 活 動 先 に お 邪 魔 した り、様 々 な

観 光 地 に行 った りと最 高 の 旅 が で きま した 。今 回 はそん な 旅 の 様 子 を 中 心 に お 伝 え して い ニうと思 い ます 。

Raf iki 通信 r：：T ：

～観 光 地 編 ～

• ビク トリア フォー ル ズ ( ザ ン ビア ・ジ ンバ ブ エ )

ザ ンビア ・ジ ンバ ブ エ の 国 境 にあ るe (幅 約 1.7km, 高 さ約 ¦ 00m)
世 界 三 大 濕 布 の I つ で 、世 界 遺 産 にも登 録 され てい る。

小 型 ヘ リに乗 って、滝 ・虹 • 動 物 を空 か ら見 ました !

水 量 が 多く、近 づ くと雨 が 降 ってい るか の ようにび しょ濡 れ にな ります 。

・喜 望 峰 ( 南 ア フリカ )

ア フリカ大 陸 南 西端 にあ る岬 。

『希 望 の蟬 」として知 られ てきた。

近 くに は、野 生 の ペ ンギ ンや ダチ

ョウな どが 生 息 してい ました。

・テ ー ブ ル マ ウ ンテ ン ( 南 ア フ リカ)

山頂 が 平 らな形 を した 、ケー プ タウン

を 象 徴 す る名 峰 。ロ ー プ ウェイで 山

頂 へ 登 り、大 西 洋 や 市 街 地 を一 望 し

て きました 。

・マ トボ 国 立 公 園 ( ジ ンバ ブ エ )

巨大 な 花 こう岩 が あ る世 界 遺 産 ゆ

野 生 の サ イも生 息 。( 写 真 : 白サ イ)

古 代 の 岩 絵 も残 され て お り、現 地

の 人 中に とって神 聖 な場 所 で す 。

• ロベ ン島 ( 南 ア フ リカ )

昔 、政 治 犯 が 収 容 され てい た 島 ・

アパ ル トヘ イト撤 廃 に尽 力 し、

南 ア フリカ初 の 黒 人 大 統 領 とな った

ネ ル ソン ・マ ンデ ラ 氏 も長 年 収 監 さ

れ てい た場 所 で す 。



サンセットクルーズ !

( お気に入 りの写真 )

今 回の旅 を通 して

今 回の旅 では、多くの人 との出会いや会話 を通 して、自分 自身の活動 を

改 めて見つめ直す貴 重な時間 となりました。また、各地で活躍する隊 員の

姿 を見て、「一人で はない」という心強さを改 めて実感 しました。

協 力隊 としてタンザニアで活動 しているか らこそ、観 光だけで は味わえな

い現地 の人々との交流や、新 たな 「アフリカ」の魅 力に触 れることがで き、

多くの学びや気づきを得 ることがで きました。

今 回の旅 で出会 ったすべての人への感謝 を胸 に、これか らの活動 にも生

か していきたいと思います。本 当に最 高の旅 で した。


